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4 ） 保育の 場に おけ る両義性

　　　　 「一人
一

人 を大切 に 」 と 「み ん な
一緒に 」 の 狭 間で 一

　　　　　　　　　　　　　　 講　　　i寅　　　者　　：　　　鯨　　　岡　　　　　　　　　山変

　　　　　　　　　　　　　　 対 話 者 ： 榎 沢 良 彦

総研 ビル 11F19 会議室 S22

（京都大学）

（富［II大学）

〈要 旨〉

　保育 の 場 は、一見相 矛盾す る 二 項 の 緊張 関係 の Lに 築か れ て い る。一
つ は 「認 め ・支え る」 と

「教 え ・
導 く」の 二 項 であ り、

い ま
一

っ は 「
・・

人
．．一

人を大切に 」 と 「みん な と
一緒に」の 二 項 で あ

る 。 と こ ろ が こ の 二 項 は、認め ・支 える こ とが 教 え ・、導 くこ とを背後に 潜 ませ て い た り、逆 に教

え ・導 くこ と が 認め ・支える こ と を基盤 に して い た りとい うように 、メ ビ ウ ス の 帯の ように捻 じれ

た関係 に ある nI

− 一
人
一・

人 を大切に 」 と 「み ん な と
一緒 に 」の 二 項 に つ い て も同様 で ある。 こ の よ

うな保育の 場 の 両義性 と保育実践 との 関係に つ い て考 え て み た い
。

〈講師略歴 〉

鯨　岡 峻 （くじらおか ・たか し）

1943年生 まれ。

京都大 学大学院文 学研 究科修十 課程修 了。

島根人 学教育学部教授 を経て、

現在、京都大学大学院 人 問 ・環 境 学研 究科教授。

主 要著書 ： 「心理 の 現象学」（世 界書院）

　　　　　 「原初 的 コ ミ ュ ニ ケ・一シ ョ ン の 諸相 」 （ミネ ル ヴ ァ 書房）

　　　　　 「両義件の 発達心理学一養育 ・保育 ・障害児教育 と原初的 コ ミ ュ ニ ケ

　　　　　　
ー

シ ョ ン
ー

」（ミ ネ ル ヴ ァ 書房）

　　　　 （訳 書）

　　　　　　バ ウ ア
ー 「ヒ ュ

ー
マ ン デ ベ ロ ッ プ メ ン ト」 （ミ ネ ル ヴ ァ 岩：房）

　　　　　　メ ル ロ ＝ ポ ン テ ィ 「意識 と言語 の 獲得」 （共 訳　み すず書房） ほ か

5 ）子 ど もを とら え る多重 の 場所 （トポ ス ）

一居場所 とラ イフ
一
　ス ト

ー
リ
ー一

　　　 溝　演　者 ：

　　　 対
．

話 　者 ：

総研 ビ ル 12F 大 会議室　S23

や ま だ 　 よ っ こ　 （京都大 学）

高　杉 　　　展　 （松 山東雲短期大学）

〈要 旨〉

　子 ど も の 行動 を よ く見 る こ とは保 育 の 基 本で あ る 、、しか し、私 た ち は 、あ りの ままに もの を見る

こ とが で きる の だ ろ うか e 場所 （トポ ス ） モ デ ル をもとに 、映画 「羅生 門」な どを例に 、視点 と語

（r）o ）
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りの 多重性に つ い て 考える 。 保 育に 、 場所的 見方 を 入れ る と、ど うな るか n ラ イ フ （い の ち、生 活、

人生 ）は どの よ うに物語 られ る の か u 観察記録 は、ど う書 い た らい い の か 。 場所 モ デ ル は 、時間 を

空 間化 す る試 み で もある u 従来の 発達心理学 の 発達観 を見直 し、生 涯 発達 と い う長 い 時間軸 か ら、

了ど もの 「現在」 を、過去 と つ な ぎ未来の 口∫能世 界 に ひ ら く生成 の ラ イフ ス ト
ー

リ
ーを考 え て み た

い 。

〈講師略歴 〉

や まだ ようこ　（山田洋子）

1948年岐阜県岐阜市生 まれ 。

名古屋大 学文 学部哲学科 （心理学専攻）卒業。

愛知県心身障害者 コ ロ ニ
ー中央病院勤務 を経て 、

名古屋大学大学院教育学研 究科 博十 前期課程 を修 了。

愛知淑徳短期大学 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 学科助教授を経 て、

現 在、京都大学大学院教育学研 究科教授 。

主要著書 ： 「こ とば の 前の こ とば
・・
こ とば が生 まれ るす じみ ち」 （新曜杜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （日本保育学会文 献賞受賞）

　　　　　 「現場心 理学 の 発想」（新曜杜）

　　　　　 「生涯 発 達心理 学 とは何か」 （金子 書房）　 ほ か

6） 子 ど もの 虐待は ど うして起 こ る か

　　　　　　　　　　　　　　 講　演

　　　　　　　　　　　　　　 対　話

　　　　　　　　　　　　　　　 短 大 L 館 3F 　 301 　 S24

者　　 帆　足　英　
一一一

　 （東京都立 母子保健院）

者 ：　 庄　司　川頁　
一

　 （口本子 ど も家庭総合研 究所）

〈要 旨〉

　乳幼 児に 対す る虐待は、了
．
ど もの 権利 を損 な う象徴的 な出来事で あ り、そ の 増加 は、親 自ら の

「親 に
．
卜分 に愛 され た経験 の 乏 しさ」 と 「耐 性 の 欠如 」に よ る もの が大 き い 、、こ の こ とは 、現代 の

若 い 親 を育 てて き た豊か な時代 に お ける子育て の 影響 を受 けた もの で あ り、ジ ェ ネ レ イテ ィ ブ ・ク

ラ イシ ス と い われ る世 代間の 問題 と い え よ う。従 っ て 、今 日 の 少子 化時代 に お け る子育 て をい か に

すべ きかが 問われ て お り、保育所 を中心 と した育 児支援の 重要性 もそこ に ある。小 児虐待 と い う不

幸な出来事 を い か に 予防 し 、 あ るい は 虐待 を受 け た
．
｝ど もへ の 適 切な援 助 を い か に す べ きか が 課題

となろ う。

（5／）
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